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十三 四 年 前、 友人 等と 葛 城 山の 方への 旅行した 時、 牛 

滝から 犬 鳴 山へ 尾根 伝 ひの 路に 迷うて、 紀州西 河原と 

言 ふ 山村に 下りて 了 ひ、 はからずも 一 夜の 宿 を 取った 

ことがある。 其 翌朝 早く 其処 を 立って、 一里ば かり 田 

中の 道 を 下りに、 粉 河 寺の 裏門に 迪り 着き、 御堂 を 拝 

し畢 つて 表門 を 出る と、 まづ 目に 着いた ものが ある。 

其 日 はちょう ど、 祭りの ごえん (後 宴 か 御 縁 か) と 言 

うて、 まだ 戸 を 閉ぢた 家の 多い 町に、 曳き 捨てられた 

. ヒゲ コ 

だんじ リの 車の 上に、 大きな 髯 籠が 仰向けに 据 ゑら れ 



て ある。 長い 髯の 車に あまり 地上に 靡いて ゐ るの を、 

此は 何かと 道行く 人に 聞けば、 祭りの だんじり の 竿の 

尖き に附 ける 飾りと 言 ふ 事であった。 最早 十 余 年 を 過 

ぎ 記憶 も 漸く 薄らがん として ゐた処 へ、 い っぞゃ 南方 

氏が 書かれた 目籠の 話 を 拝見して、 再此が 目の前にち 

ら つき出した。 尾 芝 氏の 柱松考 (郷土 研究 三の 一 ) も 

どうやら 此に 関聯した 題目で あるら しい。 因って、 自 

分の 此に 就ての 考へ を、 少し 纏めて 批判 を 願 ひたいと 

思 ふ。 

ヒゲコ シメャ マ 

髯 籠の 由来 を 説く に 当って、 まづ考 へる の は、 標 山の 

事で ある。 避雷針の なかった 時代に は、 何時 何処に 雷 



ァメ サグメ 

に は 天ノ探 女の 類で、 標山 以外の 地へ 推して 出られる 

神 もあった らうが、 大体に 於て は、 まづ 人民の 希望に 

合し、 彼らが 用意した 場所に 於て、 祭 リを享 けられた 

ことで あらう。 

カス ガ 

ちはやぶる 神の 社し なか りせば、 春 日の 野辺に 粟 

蒔か まし を (万 葉卷 三) 

と 歌うた 万葉集の 歌の 如き は、 此標山 を 迷惑が つた 時 

代の 人の 心持ち を、 よく 現して ゐ ると 思 ふ。 

さて、 右の 如く 人民の 迷惑 も大 ならず、 且 神慮に も 協 

ひさうな 地が 見た てられて 後、 第一 に 起るべき 問題 は、 

问を 以て 神 案内の 目標と する かと 言 ふこと である。 後 



世に は、 人 作りの 柱. 旗竿な ども 発明せられ たが、 最 

初 はや はり、 標 山中の 最 神の 眼に 触れさうな 処、 つま 

り どこか 最 天に 近い 処と言 ふ 事に なって、 高山の 喬木 

などに 十目 は 集った こと、 思 ふ。 此の 如くして、 松な 

り 杉な リ真 木な り、 神々 の 依ります べき 木が 定 つた 上 

で、 更に 第二の 問題が 起る。 即、 其 木が 一本松 • 一本 

杉と 言 ふ 様に 注意 を惹き 易い 場合 はとに かく、 さもな 

いと 折角 標山を 定めた 為に、 雷 避けが 雷 招きに なって、 

思 はぬ 辺りに 神の 降臨 を 見る ことになると 困る から、 

茲に 神に と つて はより しろ、 人間から 言 へば をぎ しろ 

の 必要 は 起る ので ある。 



元来 空漠 散漫なる 一 面 を 有する 神霊 を、 一 所に 集注せ 

しめる ので あるから、 適当な 招 代が 無くて は、 神々 の 

憑リ給 はぬ はもと よりで ある。 此理 は、 極々 の 下座の 

神で も 同じ ことで、 賀茂 保憲が 幼時に 式 神が 馬 牛の 偶 

像 を 得て 依り 来る を 見た と 言 ふ 話、 更に 人間の 精霊で 

も 瓜. 茄子の 背に 乗って、 始めて 一時の 落着き 場所 を 

見出す と 言 ふな ども、 同じ 思想に 外ならぬ。 神殿の 鏡 

や 仏壇の 像、 さて は 位牌 二 与 真の 末々 に 到る まで、 成 

程 人間の 方の 都合で 設けた 物に は 相違ない が、 此が深 

ヨリ シロ 

い 趣旨 は、 右の 依 代の 思想に 在る ので ある。 かの 天の 

窟戸 開きに 糠 戸神の 苦心に なった 八 咫鏡を 立てた とい 



一 昨年 熊 野巡リ をした 節、 南 牟婁郡 神 崎 茶屋な どの 村 

の 人の 話 を 聞いた のに、 お 浅 間 様. 天 王様 • 夷 様な ど、 

何れも 高い 峯の 松の 頂に 降られる と 言 ふこと で、 其 梢 

にきり かけ (御幣) を 垂でゝ 祭る との 話であった。 神 

の標 山に は必 神の 依る ベ き 喬木が あ つて、 而も 其 喬木 

に は 更に 或より しろの あるの が 必須の 条件で あるら し 

ヨリ シロ 

い。 併しながら 依 代 は、 何物で も 唯 神の 眼を惹 くもの 

でさへ あれば よろしい とい ふわけ に は 参るまい。 人間 

の 場合で も、 髪 • 爪 • 衣服 等、 何 かその 肉体と 関係 あ 

る 物 を まづ択 び、 己む を 得 ざれば 其 名 を 呼んだ わけで、 

さて こそ、 呪咀 にも、 魂 喚 ひに も、 此 等の ものが 専ら 



用 ゐられ たので ある。 尤、 素朴 単純な 信仰 状態で は、 

神の 名 を 喚んだ > けで、 其 属性の 或 部分 を 人間が 左右 

し 得た ので、 神 は即惹 かれ 依る ものと 信ぜられ たので 

ある。 念仏 宗 など は、 或 点から 見れば、 実に 羨ましい 

程、 原始的な 意義 を貽 して ゐる。 

今少し 進んだ 場合で は、 神々 の 姿 を 偶像に 作り、 此を 

招 代と する 様になった。 今日の 如き、 写生 万能の 時代 

から 遠い 古代人の 生活に 於て は、 勿論 今少し 直観的 象 

徴 風の 肖像で も 満足が 出来た。 仏教で は、 宇宙に 遍満 

し 給 ふ 盧遮那 仏 を さへ 具象せ しめて ゐ るが、 我 古代人 

に は、 神 も 略 人間と 同じ 様子 を 具へ たま ふ ものとの 考 



太陽神 崇拝の 時代で も、 他の 神々 の 信仰 は 無かった と 

言 ふので はない。 唯、 今少しく 非 分業 的で あつたと 思 

ふので ある。 併し 此赫 奕た る 太陽神 も、 単に 大空に 懸 

りい ますとば かりで は、 古代人の 生活と は、 霊的に 交 

渉が 乏しく なりやすい。 故に まづ其 象徴と して 神 を 作 

る 必要が 生じて 来る。 茲に 自分 は、 太陽神の 形代 製作 

に 費 さ れ た 我 祖先 の 苦心 を 語る ベ き 機会 に 出 遭った。 

まづ 形代に 就て、 かねて 考 へて ゐた所 を 言へば、 一体 

人間の 形代た る撫物 は、 すぐさま 川な り、 辻な リに棄 

マ ョ ャク ョ 

つべき 害なる に、 保存して 置いて 魔除け. 厄除けに 用 

ゐ ると いふの は、 一円 合点の 行かぬ 話で あるが、 此に 



は 一朝 一 夕なら ぬ 思想 流転の 痕が 認められ るので ある。 

神の 形代に 降魔の 力 ある は 勿論で あるが、 転じて は 人 

の 形代に も此 神通力 を附 与する に 至った。 其 仔細 を理 

解す るに は、 形代に 移された る 人の 穢れ即 悪 分子 は、 

八十 禍津 日. 大禍津 日 化生の 形代 を さながらに、 御霊 

的 威力 を 振うて、 災禍 を 喰 ひ 留めて くれる と 言 ふ 外に、 

尚古 代人が 実在の 親しむべき を 知る と共に、 実在 を 超 

越す る 程度の 高い もの ほど、 怖し さの 程度が 加 はると 

感じた 根本 観念 を 推測して 見ねば ならぬ。 

実在す る 間 は、 人間の 意の まゝに 活殺し 得べき 動物が、 

一 歩 実在 性 を 失 ふや、 忽ち 盛んに 人間 を 悩まし、 或は 



未然 を 察知し、 或は 禍福 を 与奪す る。 又 我々 の 属性の 

部分々々 でも、 抽象的な もの ほど 恐怖の 念 を 唆る 傾向 

のあった もので、 分裂な ど、 言へば 事々 しいが、 我 身 

よりあく がれ 出づる 魂の 不随意 的な 行動 を、 自ら 恐 れ 

ミヤ スドコ 口 

る こと すらあった。 かの 六 条の御 息 所の 恐怖な ど は、 

啻に 道徳上の 責任 を 思った 為の みではなかった ので、 

寧、 我 魂魄に 対する 二元的の 感情で あつたかと 思 ふの 

である。 

話が 岐路に 入った が、 立ち戻って 標 山の 事 を 言 はう。 

標山 系統の^ 3 • だんじり 又は だいがくの 類に は、 必 

中央に 経 棒が あって、 其 末梢に は 更に 何 かの 依 代を附 



ける のが 本体 かと 思 ふ。 彼是 記憶に 遠い 話より は、 自 

分に 最 因縁の 深い 今の 大阪市 南 区 木津、 元の 西 成 郡 木 

津 村で、 今から 十 年 前まで 盛んであった だ いがくに 就 

て 話して 見よう。 

ャマボ n 

故老の 言 ひ 伝へ に は、 京 祇園の 山鋅に 似せて 作った と 

言 ふが、 此と 同型の 物の 分布す る 地方 は 広く、 五十 年 

や 百年 以来の 思 ひっきと は 認められぬ。 ま づ方ー 間 高 

ワク ヌキ ボウ 

さ 一 間ば かりの 木の 籰を 縦横に 貫いて 緯棒を 組み、 

経 棒 は 此籰の 真中に 上下に 開いた 穴に 貫いて 建てる。 

柱の 長さ は 普通の 電信柱の 二倍 も あらう。 上に は鋅と 

称へ て、 祇園 会のと 同じく 円錐形の 赤地の 袋で 山形 を 



作った 下に、 ひげ こと 言うて 径ー 丈余の 車の 輪の やう 

に輞に 数多の 竹の 輻の 放射した ものに、 天幕 を 一重 

に 又は 二 層に 取り付け、 其 陰に 祇園 巴の 紋の附 いた 守 

袋 を 下げ、 更に 其 下に 三尺 程 づゝ間 を 隔て ゝ 十数 本の 

ヌキ ボウ 

緯棒を 通し、 赤. 緑 • 紺 • 黄な どに けばく しく 彩つ 

た 無数の 提灯 を 幾 段に も 掛け 列ね、 夜になる と 此に灯 

を 点じて 美しい。 其 又 下 は 前に 申した 籰 であって、 立 

派な 縫箔 をした 泥 障 をつ けた、 胴の 高さ 六尺 余の 太鼓 

を斜に 柱に もたせかけ、 膝頭までの 揃 ひの 筒袖 を 着た 

男が、 か はるぐ 登って、 鈴 木 主 水 だの 石 井 常 右衛門 

だの、 恋 語り を、 節の 文句 其 儘に 歌 ひ 揚げる の 



の 綱 を 捲く 台であった 様 だ。 小さい 物で は、 大阪で 祭 

りの 提灯 を 立てる 四つ 脚の 籠な ども、 地 を 掘って 柱 を 

建てぬ の は、 即 昔の 神 座の 面影 を 遺す もので は ある ま 

いかと 思 ふ。 

二 

さて 此 類の 柱 又は 旗竿に は、 必其 尖に 神の 依 代と すべ 

き 或 物品 を附 けた ものである。 木 津のだ いがくな ども、 

自分 等が 覚えてから、 町に よって は 三日月. 鎗. 薙刀- 

神楽 鈴 • 三本 鎗. 千 成瓢簞 など 色々 立てる 様になった 



が、 依 代の 本体 はや はり 天幕に 掩 はれた 髯 籠であった。 

ワカ ナカ 

此は、 其 頃あった 若 中 (今 は 勿体ら しく 青年会) の だ 

いがく、 並びに 西 成 郡 勝 間 村 • 粉 浜 村 • 中 河内の 住 道 

村な どで 以前 出した 物に は、 天幕 も鋅 もな く 露出して 

居って、 柱の 尖に は 榊な どの 束ねた のが あるば かり、 

最 目につく の は、 此髯 籠であった。 後世 漸く 本の 意 

が 忘却せられ、 更に 他の 依 代 を 其 上に 加 ふるに 到った 

のかと 思 ふ。 

然 らば 其髯 籠の 本意 は 如何と 言 ふと、 地祇 • 精霊 或は 

一 旦標 山に 招ぎ 降した 天神な どこ そ、 地上に 立てた 所 

謂 一本 薄 (郷土 研究 二の 四)、 さて は 川 戸の さ ゝら荻 



サ カキバ ュ フ シ キミ 

にも、 榊 葉に も、 木綿し でに も、 榕のー つ 花 (一 本 花 

とも) の 類に も惹 かれよ つたで あらう が、 青空の そき 

へより 降り 来る 神に 至って は、 必何 かの 目標 を 要した 

害で ある。 尤 後世に なって は、 地 神のより しろ を も 木 

や 柱の 尖に 結び 附け たこと はあった が、 古代人の 考へ 

として は、 雲 路を通 ふ 神に は、 必或 部分まで 太陽神の 

素質が 含まれて 居た ので あるから、 今日 遺って 居る 髯 

籠の 形 こそ、 最大 昔の 形に 近い もので あるかと 思 ふ。 

木津の 故老な どが ひげ こと は 日の 子の 意で、 日 神の 姿 

を 写した もの だと 申し 伝へ て 居る の は、 民間 語原 説と 

して 軽々 に 看過す る 事が 出来ぬ。 其 語原の 当否 はと も 



かく、 語原の 説明 を 藉リて 復活した 前代 生活の 記憶に 

は、 大きな 意味が あるの かも 知れぬ。 

木津の だいがくの ひげ こ は、 単に 車の 輪の 様な 形の も 

のにな つて 居る が、 若 中の もの 其 他村々 所用の 物で は、 

いづれ も轂 より 八方に 幾 本と なく 放射した 御 祖師 花 

(東京の ふぢば な) の 飾 を かく 称する の を 見る と、 後代 

紙花 を棄 て、 輪 を 取りつ け 天幕 を 吊り かけて、 名のみ 

を 昔ながら に髯 籠と 言 ふので あらう。 我々 の 眼に は 単 

なる 目籠で も 同じ ことの 様に 見える が、 以前 は髯 籠の 

髯籠 たる 編み 余しの 髯が最 重要であった ので、 籠 は 日 

神 を 象り、 髯は即 後光 を 意味す る ものであると 思 ふ。 



ヒゲ コ 

十 余 年 前 粉 河で 見た 髯 籠の 形 を 思 ひ 浮べて 見ても、 其 

高く 竿頭に 靡く ところ、 昔の 人に、 日 神の 御 姿 を擬し 

得た と考 へしむ るに、 十分であった ことが 感ぜられる。 

カツ 

東京な どで 祭礼の 日に 舁ぎ 出す 万燈の 中には、 簡単な 

御幣 を 竿頭に 附け たもの も あるが、 是亦 所謂 御 祖師 花 

キヌ ガサ ナリ 

の 類を饊 状に 放射 させた のが 正しい 元の 形式で あつ 

たらう。 池 上 会式の 万燈に は、 雪の 山 かとば かり 御祖 

師花を 垂れた の をよ く 見受ける。 中 山太郎 氏の 談に依 

サギ チャウ 

れば 「ゑみぐ さ」 と 言 ふ 書に 見えた 佐 渡の 左義 長の 飾 

リ 物で、 万燈 同様に 舁ぎ 出し、 海岸で 焼却す る ものに 

も、 同じ様に 紙花 を 挿し 栄 して 居た。 更に 野 州. 上 州 



籠の 形式 も 純一であった とすれば、 此 類の 象徴 は 頗る 

鮮明に 人の 心に 痕を 印す る ことが 出来たら うと 考 へら 

れる。 

最近の もので は、 日ノ 丸の 国旗の 竿の 尖に、 普通 は 赤 

い 球な どを附 け、 日 は 一 つ 影 は 三つの 感が あるが、 稍 

大きな 辻々 などに 立てる 旗竿に は、 是亦 目籠に 金 紙- 

サッ キノ ボリ 

銀紙な ど を 張って ゐる。 五月幟の 竿の 頭に も、 東京で 

は此に 似た 目籠 又は 矢 車な どを附 ける が、 栃木 地方の 

人の 話で は、 あの 辺で は 十数 年 前 迄 は 髯籠を 取り付け 

て 居た と 言 ふ。 此 から 更に 想像の 歩 を 進 むれば、 今日 

の 鯉幟な ども 或は 亦髯 籠の 一 転化 かも 知れぬ。 髯籠か 



ら 吹貫き 又は 吹き流しへ、 吹貫き 吹流しから 鯉幟へ、 

道筋 を迪る こと はさして 困難で はない。 吹貫き は 単に 

目籠の 下へ 別に 取り付けた 所謂 髯 とも 見得る ので ある。 

ボ ン テ ン 

次に 言 ふべき は、 修験道の 梵天の ことで ある。 目籠と 

梵天との 関係 は、 今の 処 まだ、 何れが 親 何れが 子と さ 

う 手軽に は 決し 兼ねる が、 二者の 形 似 は 確かに 認めね 

ばなら ぬ。 唯 目籠の 単純なる に 比して、 梵天に は 更に 

御幣の 要素 を も 具へ て 居る ので ある。 京阪で は 張 籠の 

こと を ぼて と 謂 ふ。 此はぼ て ん\ と 音が する か らぼ て 

と 謂 ふの か、 と 子供の 時は考 へて ゐ たが、 此 もどう や 

ら 梵天と 関係が ありさう だ。 



我々 上方 育ちの 者に は、 梵天と 謂へば 直ちに 芝居の 櫓 

などに 立てた、 床屋の 耳 掃除に 似た 頭の 円く 切り 揃へ 

られた 物 を 聯想す るが、 関東 • 北国 等の 羽 黒 信仰の 盛 

んな 地方で は必 しも 然ら ず、 ぼんてん 即 幣束の 意に 解 

して 居り、 其 形状 も 愈 削り 掛け 又は いなうの 進化した 

もの ゝ 様に 見えて 参る。 香 取 氏の 梵天 塚の 話 (郷土 研 

究 二の 五) など を 見ても、 梵天. 幣束. 招 代の 三者の 

関係 は 直観し 得る ので ある。 

梵天に 就て は 後に 今一 度 言 ふべき 折が あるが、 茲には 

唯 張 籠と 梵天との 語原 的 説明 を 介して、 髯 籠と 梵天と 

の 関係 を 申した 迄で ある。 3^ と 言 ふ 籠の 名が 擬声語 



二月と 十二月の 八日の 日、 前晚 からめ かい (方形の 目 

笊) を 竿の 先に 高く 揚げ、 此夜 一 つ 眼と 言 ふ 物の 来る 

の を、 かう してお くと 眼の 夥しい のに 怖ぢて 近づかぬ 

と 伝へ てゐ る。 

南方 氏の 報告に も、 外国で 魑魅 を 威嚇す る 為に 目籠 を 

用ゐ ると 言 ふ 事が 見えて ゐ たが、 其 は 恐らく 兇 神の 邪 

視 に対する 睨み 返しと も 言 ふべき もので、 単純なる 威 

嚇とは 最初の 意味が 些し異 つて 居た ので はない か。 天 
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つ 神 を 喚び 降す 依 代の 空 高く 揚げられて ある 処へ、 横 

合から ふと 紛れ込む 神 も 無い と は 言 はれぬ。 

今日の 稲荷 下げの 類で も、 際限 もな く あちこちの 眷属 



殿が 憑り 来り、 はて は 気まぐれの 狸まで が 飛び入り を 

して、 脔篛. 油揚 など をし こた ませし めて 還る 事 も あ 

る。 其 程で なくても、 通り 神 又は 通り魔な ど、 言 ふ 類 

も ある。 何れ は 人間で も、 浮浪 人 は 悪い 事 を 犯し 易い 

不安定 状態に 在る 如く、 浮浪 神 も 亦 何時 何処に 割り込 

んで 来て、 神 山 を 占めん とする やら 計り 難い 故に、 

旁 太陽神の 御 像なら ば、 睨み 返し も 十分で 安心と 言 

ふ考 へであった かと 思 はれる。 

勿論 此迄 到来す るに は、 数次の 思想 変化が あつたに 相 

違ない。 最初 は 単純に 招 代であった のが、 次に は其片 

手間に 邪神 を 睨み 返す こと ゝ なり、 果は蘇 民 将来 子 



居た の は 偶然で はない 様に 思 ふ。 

さて、 招 祭りの 対象が 神で あれ 精霊で あれ、 依 代の 

役目に は 変り がない とすれば、 此 間に は 何 か 前代 人の 

遺した 工夫の 跡が ある 害で ある。 かく 考 へて 注意して 

見る と、 おもしろ いのは かの 盂蘭盆の 切籠燈 籠で ある _ 

此 物の 名の 起り に 就て は、 柳 亭種彦 の 還 魂 紙 料 あたり 

に 突 拍子な 語原 説明 も あるが、 切 籠 はや はり 単純に 切 

リ 籠で、 籠の 最 想 化せられ たものと 言 ふべ く、 盆の 

夕に 家々 で此を 吊るの は、 別に 仏説に 深い 根拠の ある 

こと、 も 思 はれぬ。 尤 支那で も、 盂蘭盆に 火 を 焼き 燈 

竿を樹 てること、 書物に も 見えて は 居る が、 所謂 唐 風 



の 輸入に は必 在来の ある 傾向 を 契機と した もので、 力 

強い 無意識的 模倣 をす るに 至った 根柢に は、 一種 国民 

の 習癖と もい ふべき ものに 投合す る 事実が あつたの だ。 

併し、 此も亦 多くの 例の 一 に 外ならぬ。 

盂蘭盆と 大祓 との 関係の 如き も亦此 で、 斉 明朝の 純然 

たる 仏式 模倣から、 漸次に 大祓 思想の 復活 融合 を 来た 

したやう に、 習慣 復活の 勢力に 圧されて、 単純なる 

供 燈流燈 の 目的の 外に、 更に 其 上に 精霊 誘致の 任務に 

も 用ゐら れた訣 である。 を こが ましい 申し分で は ある 

が、 かの 本 地 垂迹 説 を 単に 山家. 南山の 両 大師 あたり 

の 政略であった 様に 言 ふ 歴史家 の 見解 は、 仮令 結果が 



一に 帰す るに しても、 心理的 根拠から、 我々 の 頗る 不 

服と すると ころであって、 此 事蹟の 背後に は、 猶 一段 

と 熱烈に して 且 敬虔な 民族的 信仰の 存 する もの を 認め 

て 貰 ひたいの である。 

されば、 高燈籠 • 折 掛燈籠 • 切籠燈 籠の 類 も、 単に 其 

起原 を 支那. 天竺に 覓 めた > け では、 必 手の 届かぬ 痒 

ぃ処が 残る はずで、 他の 二種の もの は 姑く 言 はず、 切 

籠燈 籠の 如き は、 到底 其 だけで は 完全なる 理会を 望み 

難いので ある。 自分の 考へを 言 ふなら ば、 切籠燈 籠の 

あ の 幾何学 的 構造 は 決 し て 偶然 の 思ひ附 きで は ある ま 
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如何なる 時代に 始っ たかは 知り 難いが、 盂蘭盆 供燈に 

目籠の 習慣 を 参酌して 見て、 そこに 始めて 起原の 暗示 

を捉へ 得る。 即、 右 は 全く 髯 籠の 最 観念 化せられ たも 

ので、 畢竟 供養の 形式に 精霊 誘致の 古来の 信仰 を 加味 
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した もので、 表 は 日本中 は 天竺と 国 姓 爺 合戦の 角書き 

の 様な 民俗に 外ならぬ。 精霊 は 地獄の 釜 を 出る と 其 

ま、、 目当て は 此処と 定めて、 迷 はず 障らず、 一路 直 

ちに 依り 来る 次第で あるが、 唯 怖し いのは 無縁の 精霊 

である。 其 はまた 応用 自在なる 我々 の 祖先 は、 此通リ 

魔 同様の 浮浪者の 為に、 施餓鬼と 言 ふ 儀式 を 準備して 

置いた ものである。 



文部省 展覧会の 鏑木清 方 氏の 吉野 丸の 絵に 見えた もの、 

又は 一 九の 詞書き 朝 麿 画の 「吉原 年中行事」 にも、 月 

見の 座に 島台の 描いて あるが 如き、 婚礼の 席の 外は殆 

ど 此物を 見る 事の ない 今日の 人の 眼に は、 なる 程 異様 

にも 映ず るか 知らぬ が、 島台 はもと/ \ 宴席で あるに 

よって 此を据 ゑる ので、 而も 宴席に 島台 乃至 洲浜を 置 

くの は、 これ 亦標 山の 形骸 を 留める ものである。 信仰 

と 日常生活と 相 離れる こと 今日の 如く 甚し くなかった 

昔に 於て は、 神の います 処を晴 の 座席と 考 へて ゐ たこ 

と は、 此を 推測す るに 難くない ので ある。 



五 

日記 物語 類に 見えた 髯籠を 列べ 出す 段に なれば、 いく 

ら でも あるで あらう が、 要するに 儀式の 依 代の 用途が 

忘れられて 供物 容れ となり、 転じて は 更に 贈答の 容れ 

物と なった のが、 平安朝の 貴族 側に 使 はれた 髯籠 なの 

で、 此 時代の 物に も 既に 花 籠 やうの 意味 はあった らし 

く 思 はれる。 花 籠なる もの は、 元来 装飾と 同時に 容れ 

物 を 兼ねて ゐる。 此 類から 見れば、 後世の 花 傘 

^^は 遥かに 装飾 専門で ある。 

さて 此 機会に、 供物と 容れ 物との 関係 を 物語る 便宜 を 



習の 存在 を 否定す る 者で ない 我々 も、 早計 だと は 信じ 

てゐ る。 けれども 殺すべき 神 を 生して おいて、 人な り 

動物な り を 以て 此に 代へ ると いふ こと は、 天梯 立のと 

だえ たこと を 示す もので、 従来 親愛と 尊敬との 極致 を 

現して 来た 殺戮 を、 冒瀆. 残虐と 考へ 出した の は、 抑 

既に 神人 交感の 阻隔し はじめた からの ことで ある。 

大嘗 祭に 於け る 神と 人との 境 は、 間一髪 を容れ ない 程 

なのに も 係らず、 単に 神と 神の 御裔 なる 人と が 食膳 を 

共に する に 止まる とい ふの は、 合点の 行かぬ 話で ある _ 

此 純化した お祭り を 持った 迄に は、 語り 脱された 長い 

多くの 祖 たちの 生活の 連続が 考 へられねば ならぬ。 其 



はもつ と 神に 近い 感情 発表の 形式 を もって ゐた 時代で 

ある。 今日お 慈悲の 牢獄に 押 籠め られた 神々 は、 神性 

を 拡張する 復活の 喜び を 失うて 了 はれた ので ある。 

神の 在 処と思 はれる 物が、 神 其 物と 考 へられる の は 珍 

らしい ことで はない。 其 物が 小さければ 小さい 程、 神 

性の 充実した ものと 信ぜられて 来る の は 当然で ある。 

依 代 は 固より、 神性が 神と 考 へられ ゝば こそ、 舟. 籰- 

臼 (横 • 挽)、 あいぬ のかむ いせと が 御 神体と して 祀ら 

れる訣 である。 

まづ、 供物 を 容れる 器の 観察から 導いて 来ねば ならぬ。 

折 敷と 行 器との くつ、 いたやうな 三方の 類 は 大して 古 



いもので はなく、 木 葉 や 土の 器に 盛って 献ら ねばなら 

ぬ 程の 細かな 物の 外 は、 正式に は、 籠 を用ゐ たもので 

は 無から うか。 延喜式 • 神道 五部 書な どに 見えた 輿 籠 

(又は 輦籠) は、 疑 ひもな く 供へ 物 を 盛った 器で、 脚 或 

は 口 を 以て 数 へられる 処 から 見る と、 台の 助け を俟た 

ずに、 ぢ かに 据 ゑる ことの 出来る もので、 而も 甕丄亞 

の 様に 蓋 はなく、 上に 口 を あいて ゐ たものと 思 はれる。 

処が 又、 こゝに 毛色の 変った 一 類の 籠が ある。 其 は 
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火 袁理ノ 命 の 目 無 堅 間 • 熊 野犬 神の 八 目 荒 籠 - 
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秋 山 下冰壮 夫の 形代 を容れ たとい ふ 川 島の いくみ 竹の 

荒 籠な ど ぼつく 見えて ゐる のが 其で、 どうやら 供物 



百 取りの 机 代物 を 置き 足 はす 様になつ たの は、 遥か 

に 国家 組織の 進んだ 後の 話で、 元は 移動 神 座なる 髯籠 

が、 一番 古い もので あつたと 思 はれる。 一歩退いて 考 

へて 見ても、 神の 形代なる 犠牲が 向上 すれば 神と なり、 

堕 つれば 供物と なると 考 へる ことが 出来る。 其 依 代 も 

無生物よ リは、 生き物 を 以てする ことが 出来たなら、 

尋常の 形代よりも 更に 多くの 効果 を 想像す る ことが 出 

来よう。 

偖 其容れ 物なる 籠も、 時には 形代なる 観念の 媒介 を 得 

て、 神格 を附 与せられて 依 代と なる ので、 粉 河の 髯 籠- 

木津の ^77、 或は 幟 竿の 先に 附 けられる 籠 玉 は、 此 



る 事 を 示す もので、 枝に 下 けられた 饊は、 こ、 にも 髯 

籠の 存在 を 見せて ゐ るので ある。 此笹と 同じ 系統の も 

卜 ヲカェ ビス 

のに は 七夕 竹. 精霊 棚の 竹、 小に して は 十日 戎の 笹- 

妙義の 繭玉 • 目 黒の 御 服の 餅、 其 他 東京 近在の 社寺 か 
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ら 出る 種々 の 作 枝 は 皆此依 代で、 同時に 霹靂 木の 用 

に 供せられ てゐ るので ある。 

こゝ で 暫く 餅 花の 話に 低徊す る こと を 許して 貰 はねば 

ならぬ。 正月の 飾り物なる 餅 花 • 繭玉 は、 どうかす る 

と 春 を 待つ 装飾と 考 へられて ゐる 様で あるが、 も 

とく 素朴な 鄙の 手ぶ りが、 都会に 入って 本意 を 失う 

たもので、 実は 一 年間の 農村 行事 を 予め 祝うた 



間 を 行く もので、 両方へ 別れて 行った 分岐点 を 記念す 

る やうに 見える。 大きな ものなら 立て 栄 すが、 小さな 

もの は 家 根に 上げて 置く 外 はない。 五月の 菖蒲 も此で 

ある。 七夕 或は 盆に 屋上に 上げられる 草 馬に も、 同じ 

系統 は 迪られ るので ある。 

此 竹の 輪の 大きな ので、 星の 内に 飾られた の は、 餅 花 

である。 一 体 餅 花と くりす ます • つりいと は 非常に 近 

い 関係に ある ものと 見える が、 同じ 信 州 松 本 地方のお 
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の づくリ 或は 名詮自 性の けやきの わかぎ、 小 田 原で 

櫓の 木に ならせる 団子の 木、 岡巿 氏の 報告 せられた 北 

河内の 餅 花 (郷土 研究 三の 一 ) など を 見る と、 愈 其 類 



似 点が 明らかになって 来る。 ものづくりと いふ 名 は、 

簡易な 祈年祭り の 依 代なる 事 を 示して ゐ るので ある。 

常 陸 国 志に 武 蔵の 繭玉が 稷の 枝で 作られて、 其 年の 月 

の 数 だけの 枝 ある 木 を用ゐ ると ある を 思 ひ 合せても、 

餅 花 • 繭玉 は 農 桑の 豊作 を 祈る とい ふ 習 はしの 通り、 

年 占. 祈 年に 神を迎 へる 為なる 事 は 疑 ひがない。 小 田 

原の 団子の 木が 挽 臼に 立て掛けられ るの も、 依 代と 神 

座との 関係 を 示して ゐて 面白い。 繭玉 系統の 作り 枝が 

社寺から 出される の は、 依 代に 宿った 分 霊 を 持ち帰つ 

て祀る 意味で、 此 点に 於て 削リ 掛け • ほいた け 棒 . 粟 

穂. 稲穂. に はと こ • 幸 木な ども 皆 同種の もので、 延 
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いて は 酉の市の 熊手 も、 御 服の 餅 花から 菖蒲 団子と 反 

対に 向いて、 大きくな つた ものと 思 はれる。 同じ 時に 
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売られる 五色 餅 を 見ても、 黙 会せられ る処が ある。 古 

今 伝授の 三 木の 一 つなる、 g に かけた けづ りば なが 、 
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馬 道に かけた 削り 花なる こと は、 削り 掛けの 用途 を 知 

つて ゐる 人に は 疑 ひがない 害で ある。 其 「花の木に あ 

ら ざらめ ども 咲きに けり」 と言うた の は、 削り 掛けの 

一 種に 接骨木 や 竹に さす 削り 花の ある 其ら しく、 同じ 

糸に たぐり 寄せられる 物に は、 櫓の 木の 殺ぎ 口 を 丁字 

形に 切り こんで 羊歯の 葉 を 挿し、 田 端の 畦に 立てられ 

る紀 伊熊 野 川 沿岸の 正月の 立て物 (名 知らず) が ある。 



古今 集の 歌 は、 かう した 榑ゃ 丸太に 削り 花の 挿された 
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物に、 興味 を 持って 作った 籠 題だった ので あらう。 

ゥソカ 

亀 井戸の 鶯替 への 鶯は、 形の 上から すぐさま 合点の 行 

く 様に、 神前に 供 へられた 削リ 掛けの 依 代 を、 奪 ひ 合 
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ふ 年 占の 一 種な ので ある。 

桃の 節供の 雛壇の あたりに 飾る 因幡の 餅 花 を 見ても、 

儀式の 依 代であった こと は 信じ 易いで あらう。 自体、 

祈年祭 リを 二月 四日に 限る もの、 様に 考へ るの は、 国 

学者 一流の 事大 党ば かりの 事で、 農村で は 田畑の 行事 

を 始める 小正月に 取 越して 置く のが 多く、 又必 しも 正 

月 十五 日に 限らず、 大晦日 • 節分な ど を 境目と してす 



る ものら しい。 祇園の 社頭に にう 木に 似た 削り 掛け を 

立てる の は、 大晦日の 夜から 元朝へ かけての 神事で は 

ないか。 一体 大晦日と 十四日 年越しと 節分と は、 半月 

内外の 遅速が ある だけで、 考へ 方に よって は 一 つ 物と 

思 はれる。 年 占. 祈 年. 左義長 • 鳥 追 ひ • 道祖神 祭 - 

厄 落し は、 何の 日に 行うても よい わけで ある。 

とにかく 竹 を 使 ふに しても、 自然 木の 枝 を用ゐ るに し 

てからが、 皆 多数の 枝 を 要素と して ゐる こと は、 髯籠 

の髯と 関係 あるら しく、 年々 の 月の 数に こじつけ たの 

は、 素朴な びた ごら す宗の 工夫の 痕を 示した ので あら 

う。 祇園の 削り 掛けの 所謂 卯 杖が 十二 本で あるの は、 



枝 沢山の 削り 花から、 にう 木に 歩みよ る 道す ぢを 示し 

たので ある。 

平 瀬 麦 雨 氏の 報告 せられた 信 州 松 本の 田植 ゑの 柳 (郷 

土 研究 二の 二) など もや はり 此 類で、 傍標 山の 依 代と 

も 言 ふ 事が 出来る。 熊 野 新宮の 対岸 神 内で は、 年内 か 

ら、 墓場に 花 籠と 称する 髯籠を 立て ゝ、 其に は 花の 代 

りに 餅 をつ けて、 正月の 墓 飾り をす る 由で ある。 此は 

師走 晦日に 亡者 を 呼びよ せた 髯 籠と、 祈 年の 依 代との 

融合した もの、 様に 見える が、 茲 にも 多くの 枝 を 要素 

として ゐる 事が 知れる。 花 無き 頃の 間に合 ひの 作り 花 

の、 立て がら を 取り 換 へる 手数の 省け る処 から、 削り 



花 • 花 籠. 餅 花な ど は、 一年 を 通じて 用 ゐられ る 様に 

なった ので ある。 

さて 依 代の 立て 場所に 就て、 話さねば ならぬ 機会に 逢 

着した。 屋内に 飾る 餅 花 は、 家で 一番 表立った 場所に 

据 ゑら れる ものであるが、 元は やはり 屋外に 立てられ 

たもの が、 取り込まれる 様になつ たので、 こ、 に 到つ 

て 装飾の 意味 あ ひが、 愈 深くな つたので あらう。 花の 

タフ テン タウ バナ 

塔 • 天道 花な どの 高く 竿頭に 聳えて ゐる ものから、 屋 

上に 上げられる 菖蒲 • 竹の 輪 • 草 馬に 到る まで、 皆 神 

或は 精霊の 所在 を 虚空に 求めて ゐ るので ある。 中陰の 

内 は、 亡魂 屋の棟 を 離れぬ とい ふ考へ も、 又 屋の棟 を 



ば 精霊のより 処 とする 信仰 も、 皆 虚空に 放散して ゐる 

霊魂 を、 集注せ しめる 依 代な る 基礎 観念が あるからで 

ある。 我々 の 祖先ば かりで なく、 どうやら 我々 自身 も 

「魄」 の 存在 を 認めて ゐ ない 事 は、 明言して 差 支へ がな 

いらし い。 

七 

ともあれ、 山で は 自然の 喬木、 家で は 屋根. 物干 台、 

野原で は 塚 或は 築山な どの 上に、 柱を樹 てゝ、 神の 標 

さした ものと する ので あるが、 尚 其ば かりで はう つか 



り 見 外される 虞れ の ある 処 から、 特別の 工夫が 積まれ 

てゐ るので、 此処に^ 3 の 話の 緒 口 はついた ので ある。 

g の 「出し」 である 事 は 殆ど 疑 ひがない。 但、 神の 

為に 出し 置いて 迎へ ると いふの か、 物の 中から 抜け出 

させて ゐ るから 命 けられた のか は 少し 明らかで ない。 

徳 島の 端午に 作る やね こじき 又は、 と 言 はれて ゐ 

る 作り物 は、 江戸の 顔 見 世のと うろうな る 屋根 飾りと 

同様に、 屋上に 出す もので、 依 代が 竿頭から 屋根に 降 

りて 来た 時機 を 記念す る ものである。 

今日 浜 松 近傍で いふ^ 3 は、 各地の 祭礼. 地蔵 盆の 作 

リ物、 大阪西 横 堀の 作り物な どゝ 同じ 物 を 謂 ふので、 



いて ゐて、 等しく 神 • 精霊に 捧げた 跡 を あやからせる 

為に、 公開した ものと 謂 ふべき で、 伊勢の つと 入りな 

ども かう した 共産 的な 考 へから 出た 風習と 思 ふので あ 

る。 全体、 池坊 の 立 花の 始まり は、 七夕 祭りに あるら 

しい 事 は、 江 家 次第の 追儺の 条を 見ても 明らかで ある。 

ナガ サキ クニ チ 

さて、 長崎宮 日に 担ぎ出される 傘鋅の 頭の 飾り を だし 

4^ とい ひ、 木津の だいがくの 柱頭の しるし を^ 3 と 

言うて ゐ るの は、 今日な ほ 山車の 語原 を 手繰りよ せる 

有力な 手掛 りで ある。 手近い 祇園 御霊 会 細 記な ど を 見 

て も、 江戸の 末まで も此 名所が 世間に は 忘られて ゐな 

がら、 山. 鋅に 鎚リ 付いて、 生き残って ゐた 事が 知れ 



る。 同書に は 「鋅 頭、 鋅の 頂上な リ、 だしな リ」 とか、 

或は だし 花な ど い ふ 名詞 を 書き残して ゐ る。 

ことば 

今出来る だけ 古く だしと いふ 語 を あさって 見る と、 

王朝の いだし 車に は 深い 暗示が 含まれて ゐ るが、 此は 

サシ モノ 

後の 事と して、 次に 思 ひ 浮べら れ るの は、 旗 指 物の 竿 

頭の 飾り を^ 3 と 言うた ことで ある。 嬉遊 笑覧に 引 い 

ザフ ヒャゥ モノ ガタリ サ カバ ヤシ 

た 雑兵 物語の 帘 の だし. 武者 物語の 鹿の角の だ 

3 など は、 決して 珍ら しい 事で はない。 いろくの 旗 

指 物 図 を 見れば、 到る 処に此 名所 は 散見して ゐる。 

例へば 島原陣 諸家 指 物 図に、 鍋 島 光茂の 馬 印 を 「大鳥 

毛 • だし • 金の 瓢」 と 書いた の や、 奥 羽永慶 軍記 小 田 



原 攻めの 条に 出る 岡 見 弾 正の 酒 林 のさし 物な ど を 見 

て も 知れる。 尚 笑覧に 引いた、 祐 信の 三つ 物絵尽 しの 

謎の、 端午の 幟の^ 3 は 五月幟の 竿頭の 飾り をも^ 3 

と言うて ゐた 証拠で ある。 

さて 此 様に、 竿頭の 依 代から 屋上の 作り物、 屋内の 飾 

リ 人形 或は 旗竿 尾の 装飾にまで 拡がって ゐる^ 3 の 用 

語 例 は、 直ちに、 江戸の 祭りの 山車の 起原に 導いて く 

れる。 山 王. 神 田の 氏子の 山車が、 祇園の 山鋅を 似せ 

たもの だと 謂 はな いまでも、 本家 • 分家の 間柄 を 思 は 

せる だけの 形 似の あるの は 事実で ある。 

江戸で は 屋台 全体の 名であった^ 3 が、 京都. 長 崎 • 



大 阪木津 などで は、 尚 部分の 名称と して ゐ るの を 見れ 

ば、 聡明な 読者に は どちらが 末、 どちらが 本と 言ふ考 

へが 直 様 閃めいて 来なければ ならぬ 害で ある。 江戸の 

山車 は 旗竿の 頭の 飾り物が 非常な 発達 をした 為に、 其 

儘 全体の 名と なった ので あらう が、 尾 芝 氏 も 言 はれた 

通り、 鋅と言 ふ 所から 一 々柱頭に 剣を附 添へ た 祇園の 

鋅も、 元は 柱の 名に 過ぎなかった ので ある。 さすれば、 

山車. 鋅. 山の 関係 は、 次の 図に 示す 様な ものである。 



と 思 ふ。 百 川の 落語に ひきあ ひに 出る 四 神剣の、 四 神 

と 剣と は、 実は 別物で ある。 剣 は 普通の 剣 ぼ こで、 其 

ヲシキ 

と 四 神の 違って ゐる点 は、 旗竿の 頭の 黒塗りの 折 敷 様 

の ものに 四 神の 像を据 ゑて ゐる 点で、 下に は いづれ も 

錦の 幢を 垂れて ゐる。 此が 籠の 上に 立てられる 事の 代 

りに、 車の 上に 載せる やうに なれば、 竿頭の^ 3 なる 

四 神 像 は、 望見す るに 都合よ く廓大 する 必要が 起って 

来る ので、 そこに 四 神 像に 止らず、 祇園 其 他の 作り物 

の 模倣が 割り込んで 来る 余地の 出来た 訣で、 現に 大正 

の 大典に 輓 かれた 麻布 末広 神社の 山車 は、 錦の 日月 幢 

を 二 丈余り の 三 段の 空，， 柱 の 前面 を蔽ふ 程に 垂れて、 



る 舟 謡 を 残して ゐる ほど 古い 日吉山 王の 御舟 祭りと 同 

様、 水上 渡御の 舟 を 移動 神 座なる 籰の 上に 据ゑ たもの 

らしく、 舁 くべき 害の 物 を輓く 点と、 依 代なる 人形の 

柱に 関係の ない 点 は 他の 祭 屋台と 違った 点で あるが、 

江戸の 山車が 今日の 四 神 同様 籰の 上に 立てられ、 其に 

車 をつ ける 様になつ たとい ふ 道筋 を教 へる もので はな 

いだら うか。 

祇園の 方で も、 名 こそ 違へ 人形 を 飾る 事 は 一 つで、 鋅 

や 作り 山が 大きくな つた 為に、 ^3 なる 名称 はとら な 

かった が、 畢竟 同じ 物で なければ ならない 害で ある。 

クニ チ 

さて 長崎宫 日の 傘鋅の だしもの は、 田 楽師の 藺 笠の 飾 



り 物 乃至 獅子舞. 手 古舞の 花 笠と 一 つ だとい ふと、 不 

審を 立てる 人 も あらう が、 まづ 聞いて 貰 ひたい。 

祇園の 傘鋅 にも 四条西 洞院の ものに は、 傘の 上に 花瓶 

を据 ゑて、 自然 木の 松と 三本の 赤 幣束が 挿して あり、 

綾小路 や 室町の もの も 傘の 上の 金 鶏が 卵 を 踏んで ゐる 

後に、 金幣が 二本立てら れてゐ た。 更に 古く 尺 素 往来 

ォホ トネリ カサ、 ギホコ 

の 所謂 犬舎 人の 鵲 鋅 は 実は 異本に ある 笠鷺鋅 の誤リ 

であらう と 言 ふ 事 は、 武蔵 総社の 田植 ゑに 出た 傘鋅に 

だしと して 鷺の飾 リの附 けられて ゐ るの を 見ても 明ら 

かで ある。 

住吉 踊りの 傘鋅 にも 幣束の^ 3 の附 いたのが ほんとう 



で、 今一度 話す 機会 は あるが、 踊りの 中心と なる 柱が 

多く 傘鋅 で、 其 柄の 端に は、 花な り 偶像な りの 依 代 を 

立てる 必要が ある。 前に 述べた 田 楽師が すば らしい 花 

藺笠を 被く の も、 元より ましであった 事 を 暗示す る も 

ので あらう。 そ、 リ 立つ 柱な リ 竿な りの 先の 依 代なる 

^3 は、 いくら 柱が 小さくな つても、 或は 終に 柱 を 失 

うて、 と y のつ まり 人の 頭に 載る 様になっても、 振リ 

落されなかった ので ある。 

. ョ ミ ャ ミ n シォク 

神を迎 へる だし 行燈 が、 宵宮から 御輿 送りまで 立てら 

れ たの は、 最 理窟に 適うた ことで、 た y 此を 以て 江戸 

の 山車の 起原と 想像した 我 衣の 説 は、 成程 笑覧の 否 



定 した 様に、 考 へが 狭 過ぎる 様 だが、 祭りが 昼 を 主と 

する 様になつ てから、 行燈が 装飾 一遍と なった の 

は、 大阪の 祭 提灯と 同じ 経路 を迪 つて 来た ものら しい。 

四 尺 許りの 長 提灯 を 貫いて、 殆ど 其 三倍の 長さの 塗り 

物の 竿が 通って ゐて、 其 頭に は 鳥 毛の 代りに 馬の 尾 か 

何 かの 白い 毛を垂 した、 其 上へ 更に 千 成 瓢簞. 奔馬な 

カタ 

どの 形の 附 いて ゐる ものである。 其 を 宵宮に は 担げて 

宫に 参詣して は、 新しい 護符 を 貼り かへ て 貰って 帰つ 

て 来る ので ある。 持ち帰る と 家 毎に 表へ 出して ある、 

ョ ッァシ 

四方 ころびに なった 四 脚の 台に 立て、 置いた ので ある 

が、 其 用 はや はリ神 招ぎ の 依 代と して、 天降ります 神 
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